












































































































天野 (早野)あづさ (京都大 ･院 ･理)
テナガザル類は短期間のうちに非常に多くの種に分
化し,東南アジアの熱帯雨林に適応放散した進化生物
学的に興味深い分類群である.しかし,調査や試料採集
が困難であるため多数のサンプルに基づいた迫伝学的
研究は少ない.本研究では,貴研究所の共同研究プロジ
ェク●ト等で採集されたフクロテナガザルのDNAサンプ
ルが多数蓄積されて来たことに注目し,それらのサン
プルについてマイクロサテライ ト多型解析を行ない,
集団内の迫伝的組成や退伝的多様性について評価する
こと′を目的とした.2003,2005,2006および2008年にイ
ンドネシア各地の動物園等で飼育されていたフタロテ
ナガザル34個体の血液サンプルから抽出されたDNAを
解析に用いた.これらの個体は全てインドネシアスマ
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